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1. はじめに 

多くのマスメディアではスポーツの試合中に起こったイ

ベントを速報として配信しているが，これらは人手で作成

されている．これらを自動で生成することができればコス

トの削減や，より早い配信が期待できる．野球の場合，1

イニング毎や試合ごとにマスメディアより発表される試合

速報からダイジェストを生成する研究が村上ら[1]や岩永ら

[2]によっておこなわれているが，試合の流れや結果が正確

に把握できる一方で，情報ソースとなる試合速報がイニン

グ毎や試合終了時といったある一定の区切りごとに発表さ

れるために速報性を損なっている．そこで本研究では，情

報ソースとして速報性に長けたマイクロブログの中でも投

稿数が多い Twitterを使用し，リアルタイムにイベントの発

生を検知することでこの問題を改善する． 

また，Twitter の特徴として，ハッシュタグと呼ばれるデ

ータタグを用いることで同一の話題についてのツイートを

一括して閲覧することが可能という点が挙げられる．ある

特定のハッシュタグに関連するイベントが発生したとき，

そのハッシュタグ内に限りツイート数が増加する現象が発

生することがある．通常“バースト”とは文章中における

単語の出現頻度が急増する現象のことを指すが，本研究で

はある特定のハッシュタグを持つツイートの急増と定義す

る．本研究では，試合中のプロ野球チームのハッシュタグ

を持つツイート群にバーストが発生したとき，対応するチ

ームに関するイベントが発生したと仮定し，バースト中の

ツイートを要約することで速報性と可読性を損なわずに速

報文を生成することを目的とする． 

 

2. 関連研究 

前述の村上らの研究をはじめ，スポーツの試合ダイジェ

ストを生成・抽出する研究はいくつかおこなわれている．

久保ら[3]は Twitter でサッカーの試合中に発生したイベン

トを迅速かつ詳細に投稿するユーザを“良い実況者”と定

義し，そのユーザの投稿をそのまま抽出することでスポー

ツの試合速報を生成する抽出型要約手法を提案した．しか

し，久保らの手法では投稿をそのまま速報として抽出して

いるため，口語表現や感情的な表現などの冗長な要素を含

み可読性が損なわれるおそれがあり，“良い実況者”が実

況に参加していないタイミングに発生したイベントを捕捉

することができない問題点がある．本研究では，村上ら[1]

や岩永ら[2]と同じくテンプレートを用いた生成型要約手法

を用いることで可読性を確保しながら，リアルタイムにバ

ーストを検知することで速報性を損なわない手法を提案す

る． 

3. 提案手法 

3.1 ツイートの取得 

取得したいプロ野球チームの球団別ハッシュタグを本文

中に含むツイートの取得を 15秒ごとに試みる．収集の際に

リツイートは除外し，ツイート中のURLとハッシュタグを

削除する． 

3.2 ツイート中のバースト抽出 

取得したツイートの総数が 150件を超えるか 45秒間ツイ

ートが投稿されなかったとき，取得したツイート群に対し

てKleinberg[4]のバースト検知アルゴリズムを適用し，バー

ストを検出する．Kleinberg の手法では，時系列データの各

要素ごとにコスト関数を用いて計算されたバーストレベル

を定めている． 

3.3 主体とイベントの抽出 

検出したバーストから，そのバーストを発生させた原因

である主体とイベントを抽出する．総ツイート数Nのバー

スト D に対して形態素解析をおこない，式(2),(3)を用いて

選手名の tf-idf値を求め，最も値の高いものをそのバースト

の主体と定める．次に，バースト D 中に出現する名詞 i を

対象に式(1)を用いて Score を付与し，最も高い値を持つ固

有名詞をイベントとする．ここで𝑛𝑖,𝐷はバースト D 全体に

おける名詞 i の出現回数を表し，𝑑𝑓𝑖は名詞 i を含むツイー

ト数を表す．また，A は主体と名詞 i の共起回数を表す．

この際に主体となった選手名は名詞 i に含まず，式(1)中の

A の値やイベント候補となる固有名詞の出現回数が閾値以

下だった場合は主体とイベントの関連性が低いと判断し，

次節以降の処理をおこなわない． 

𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑖 = 𝑡𝑓𝑖,𝐷 ∗ 𝑖𝑑𝑓𝑖 + log(A + 1) (1) 

𝑡𝑓𝑖,𝐷 =
𝑛𝑖,𝐷

∑ 𝑛𝑘,𝐷𝑘

 (2) 

𝑖𝑑𝑓𝑖 = log
|𝑁|

𝑑𝑓𝑖
 (3) 

形態素解析に用いる辞書には NPB 公式サイト(注 1)より取

得した各チームの選手名を人名，Wikipedia(注 2)や野球情報

サイト「BASEBALL MONSTER(注 3)」から取得した野球用

語を固有名詞として登録し，「ホームラン」に対する「本

塁打」，「HR」など同義の用語は同じ語と見なす． 

3.4 速報文の生成 

前節で抽出したイベントに対応したテンプレートを用い

て速報文を生成する．テンプレートの例を表 1 に示す．対

応するイベントが同じテンプレートに関しては，Yoshinari
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ら[5] の感性表現辞書をもとにバーストを構成するツイー

トの極性を判断する．極性 positive を持つツイートが多け

ればそのチームにとって好ましい内容のイベントが発生し

ていると仮定し，表 1 の番号 1 のように当該チームにとっ

て好意的な内容を持つテンプレートを使用する．同様に，

極性 negative を持つツイートが多ければ，表 1 の番号 2 の

ようにそのチームにとって好意的でない意味を持つテンプ

レートを使用する． 

4. 評価実験 

4.1 実験設定 

提案手法の有効性を確認するため，評価実験をおこなっ

た．データセットとして，2017 年 5 月 23 日から同年 5 月

28 日にかけて NPB セントラル・リーグ公式戦でおこなわ

れた 18試合の試合時間中に投稿され，球団を表すハッシュ

タグを持つツイートを使用した．本研究との比較手法とし

て，久保ら[3]の手法を用いる．評価方法として久保らの手

法で用いられている修正版 ROUGE-1 を利用した．これは

決められた時間差内の正解要約に該当する単語が出現した

場合のみ考慮するものであり，久保らの手法ではその差を

3 分と定めている．本研究ではその差を 1 分とし，正解デ

ータは Yahoo!スポーツナビ(注 4)のテキスト速報を用いた． 

4.2 実験結果 

実験結果の一部を表 2に，出力例を表 3に示す．18試合

全ての ROUGE-1 スコアを平均した値は 0.38 となり，いず

れの試合においても久保らの手法より高いスコアを示した．

また，速報性という観点についても，正解とみなす要約文

を 1 分以内に出力されたものと限定した上でリアルタイム

にバーストの検知を行っている点から，一定の有用性があ

ると確認できた．一方でマイクロブログの性質上，ネット

スラングや選手に対する別称が多く含まれる文に対して，

主体が適切に抽出できない事例が確認できた．他にも，一

つのバーストに複数の話題が混在しているケースがある．

これらの問題点に対しては複数の別称を形態素解析辞書に

登録し，同一の人名と見なす処理や，共起関係にある主体

とイベントに対して重み付けをおこない，同一バースト中

の複数の速報文を時系列順に出力することで改善を図る． 

5. おわりに 

本稿では，イベントに呼応して発生するバースト現象に

着目し，速報性と可読性を両立した速報文の生成手法を提

案した．評価実験の結果，話題が複数存在するバーストに

対するイベント抽出方法やテンプレート選択方法について

改善をおこなう必要があることが確認できた． 

今後の課題としては，問題点の改善やテンプレートの拡

充によって ROUGE スコアのさらなる向上を図るとともに，

速報文生成精度の向上やボールカウントや打球の行方，出

塁状況といったより詳細な情報を迅速に出力する手法の開

発が考えられる． 
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表 1:テンプレートの例 

番号 テンプレート 対応するイベント例 

1 <主体>が<イベント>で出塁しました ヒット，2塁打， 

バントなど 2 <主体>に<イベント>で出塁されました 

3 <主体>が<イベント>で出場します 代打，リリーフなど 

4 <主体>が<イベント>で得点しました ホームラン， 

スクイズ 

犠牲フライなど 
5 <主体>が<イベント>で得点されました 

6 <主体>が<イベント>を達成しました サイクルヒットなど 

 

表 2:ROUGEスコア例 

 久保らの手法 提案手法 

試合 A 0.169 0.281 

試合 B 0.181 0.333 

試合 C 0.125 0.533 

試合 D 0.175 0.290 

試合 E 0.134 0.433 

18試合平均 0.141 0.380 

 表 3:生成された速報文の例 

 久保らの手法 提案手法 

例 1 
筒香のツーランホームランキタ━(ﾟ∀ﾟ)━!特大ホームラン！ 

これは日本の 4番！！おかえりなさーーーーい！！！ 

筒香が 2ランホームランで得点しました 

例 2 
５点ビハインド 1アウト満塁 4番中谷犠牲フライ！ 

めーーちゃええ当たり。 

中谷が犠牲フライで得点しました 

 

(注 4): https://baseball.yahoo.co.jp/npb/ 
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